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ふ
る
さ
と
創
生
「
ひ
と
づ
く
り
事
業
」
　
－
劇
団
「
銅
鏡
」
公
演
1

〃
老
人
の
好
き
な
町
に
は
若
者
だ
　
っ
て
住
み
た
い
〃

「
さ
れ
ど
わ
が
町
」

▲「されどわが町」の一場面

ふ
る
さ
と
創
生
「
ひ
と
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
「
劇
団

『
鋼
環
』
の
公
演
」
が
1
1
月
2
4
日
、
江
府
中
学
校
体
育
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
約
七
百
名
の
町
民
が
本

格
劇
「
さ
れ
ど
　
わ
が
呵
」

こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
「
ひ

と
づ
く
り
事
業
」
推
進
委
員
会
が

本
年
度
事
業
と
し
て
企
画
し
、
町

が
主
催
し
た
も
の
で
す
。

劇
団
「
鋼
頒
」
は
、
一
九
七
二

年
発
足
以
来
、
平
和
と
「
人
間
ら

し
さ
」
を
追
及
す
る
豊
か
な
演
劇

創
造
を
め
ざ
し
て
数
多
く
の
作
品

を
上
演
。
そ
の
代
表
作
「
燃
え
る

雪
」
は
、
幼
児
、
お
年
寄
り
の
医

療
費
無
料
化
を
実
施
し
、
厚
生
省

と
の
摩
擦
に
も
負
け
ず
福
祉
の
村

と
な
っ
た
岩
手
県
沢
内
村
を
素
材

と
し
た
も
の
で
、
全
国
一
二
二
ヶ

所
で
上
演
さ
れ
、
約
十
六
万
人
を

動
員
し
て
い
ま
す
。

を
観
劇
し
ま
し
た
。

今
回
上
演
さ
れ
た
　
「
さ
れ
ど
わ

が
町
」
は
、
地
域
の
在
り
方
や
医

療
と
老
人
福
祉
の
問
題
を
取
り
上

げ
た
最
新
作
で
、
現
在
全
国
を
巡

回
公
演
中
で
す
。

会
場
の
江
府
中
学
校
体
育
館
に

は
、
午
後
5
時
頃
か
ら
除
々
に
観

客
が
集
ま
り
始
め
、
開
演
予
定
時

刻
の
6
時
ま
で
に
は
用
意
さ
れ
た

観
客
席
を
ほ
ぼ
埋
め
尽
く
し
ま
し

た
。開

演
に
先
立
ち
主
催
者
を
代
表

し
て
福
田
町
長
が
、
「
今
日
の
劇

を
通
じ
て
、
地
方
自
治
と
は
ど
う

い
う
も
の
か
を
学
ん
で
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
『
さ
れ
ど
わ
が
町
』
　
の

㊧

▲心待ちにしていた、たくさんの人で
にぎわいました。（開演前）

↓
入
場
は
整
理
券
で
。
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1
、
江
府
町
を
語
る
会

元
年
度
実
施
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
一
歩
進
め
て
、
小
中
学
生
を

対
象
に
　
「
江
府
町
の
将
来
の
夢
」

を
語
っ
て
も
ら
う
。

実
施
方
法
は
、
小
学
生
の
部
と

中
学
生
の
部
に
2
回
に
分
け
て
、

「
模
擬
議
会
」
方
式
に
よ
る
。

※
実
施
時
期
は
小
学
校
の
部
は
1
2

日
、
中
学
校
の
部
は
未
定
。

ふ
る
さ
と
創
生
「
ひ
と
づ
く
り

事
業
」
推
進
委
員
会
（
加
藤
努

会
長
）
で
は
、
1

0
月
3
1
日
、
山
村

開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
今
年
度

第
2
回
推
進
委
員
会
を
開
催
、
今

後
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
検
討
を

行
い
ま
し
た
。

6
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
推

進
委
員
会
で
、
こ
の
た
び
行
わ
れ

た
「
劇
団
『
銅
錦
』
の
公
演
」
を

は
じ
め
、
5
つ
の
事
業
を
「
ひ
と

づ
く
り
事
業
」
と
し
て
行
を
う
こ

と
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
、
今
年
度
行
を
う
事

業
に
つ
い
て
具
体
的
な
計
画
を
た

て
る
と
と
も
に
、
長
期
に
わ
た
る

事
業
に
つ
い
て
は
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
検
討
が
行
わ
れ
た

も
の
で
す
。

「
ひ
と
づ
く
り
事
業
」
の
5
つ

の
事
業
と
そ
の
概
要
は
下
記
の
と

お
り
で
す
。

2
、
外
国
人
講
師
招
へ
い
事
業

江
府
中
学
校
へ
外
国
人
英
語
教
　
　
国
際
的
感
覚
を
養
う
。

師
を
招
へ
い
し
、
学
校
の
授
業
は

も
と
よ
り
会
話
教
室
を
ど
地
域
に

根
を
下
ろ
し
た
活
動
を
通
じ
て
、

※
現
在
、
外
国
人
講
師
招
へ
い
に

つ
い
て
県
に
申
請
中
。

3
、
花
づ
く
り
町
民
運
動

「
江
府
町
に
行
け
ば
あ
の
花
を
　
　
の
団
地
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
っ
た
　
　
※
今
後
は
専
門
機
関
等
の
意
見
を

「
花
の
あ
る
町
江
府
町
」
と
し
て
、
　
聞
き
を
が
ら
慎
重
に
運
動
を
展
開

出
来
れ
ば
、
町
の
花
「
ア
ヤ
メ
」
　
　
す
る
。

4
、
劇
団
「
銅
綽
」
　
の
公
演

※
1
1
日
2
4
日
実
施
。

5
、
事
業
及
び
イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る

補
助
事
業

町
内
各
種
活
性
化
団
体
・
地
域
　
　
海
外
研
修
等
も
実
施
す
る
。

の
活
動
に
対
し
て
、
そ
の
事
業
費
　
　
※
現
在
、
補
助
対
象
事
業
等
に
つ

を
補
助
、
助
成
す
る
。
　
　
　
　
　
い
て
規
約
整
備
を
進
め
て
い
る
。

銅
器
を
全
町
に
皆
さ
ん
と
共
に
鳴

ら
し
続
け
、
輪
を
広
げ
た
い
。
」

と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

「
さ
れ
ど
わ
が
町
」
は
、
都
会

化
に
よ
る
大
手
業
者
の
再
開
発
の

「
波
」
　
の
押
し
寄
せ
て
き
た
ウ
グ

イ
ス
町
を
舞
台
に
展
開
。
寝
た
き

り
病
人
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
っ

た
家
族
と
、
そ
れ
を
取
り
巻
く
下

町
人
情
あ
ふ
れ
る
人
々
を
中
心
に

ス
ト
ー
リ
ー
が
展
開
。
生
命
と
暮

ら
し
を
守
る
た
め
に
知
恵
を
出
し

合
い
、
行
動
す
る
地
域
住
民
の
苦

悩
と
葛
藤
が
演
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

劇
中
で
矢
沢
医
師
が
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
ま
す
。
「
老
人
の
好

き
な
町
に
は
人
間
が
住
め
る
。
老

人
の
住
め
な
い
町
に
は
若
者
だ
っ

て
住
め
や
し
な
い
。
」

急
速
を
エ
ロ
同
齢
化
、
過
疎
化
を
む

か
え
た
町
村
に
お
い
て
は
福
祉
、

医
療
行
政
の
整
備
が
急
が
れ
ま
す

が
、
こ
の
劇
は
こ
れ
か
ら
の
町
づ

く
り
、
ひ
と
づ
く
り
に
一
つ
の
示

唆
を
与
え
た
か
の
よ
う
で
す
。

終
演
後
、
ふ
る
さ
と
創
生
「
ひ

と
づ
く
り
事
業
」
推
進
委
員
会
の

加
藤
努
委
員
長
が
今
後
の
事
業
計

画
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
、
約
2
時

間
半
の
観
劇
を
終
え
ま
し
た
。

寒
い
亘
、
観
劇
さ
れ
た
方
ど
う

も
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

打
合
せ
　
（
2
3
日
）

↓
劇
団
員
と
町
ス
タ
ッ
フ
の

↓
舞
台
設
営
も
入
念
に
　
（
2
3
日
）
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第239号

「都市と農村の交流事業」　一自然体験ツアーー

魚崎町の元疎開児童ら（輔31名）

奥大山の自然を満喫

学
童
疎
開
が
取
り
持
つ
縁
で
交

流
を
続
け
て
い
る
、
神
戸
市
東
灘

区
魚
崎
町
か
ら
当
時
の
疎
開
児
童

ら
を
迎
え
て
、
1
1
月
1
8
・
1
9
日
の

2
日
間
、
奥
人
山
で
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
魚
崎
町
を
訪
れ
て
高

原
野
菜
の
即
売
や
、
荒
神
神
楽
の

披
露
を
行
っ
た
。
9
月
の
交
流
会

に
つ
づ
き
、
町
内
各
機
関
の
協
力

を
得
て
「
自
然
体
験
ツ
ア
ー
」
と

し
て
江
府
町
が
計
画
実
施
し
た
も

の
で
す
。

参
加
し
た
の
は
魚
崎
町
協
議
会

（
寺
内
鼻
会
長
）
　
の
一
行
、
三
十

一
人
。
俣
野
川
発
電
所
や
鏡
ケ
成

国
民
休
暇
村
を
ど
を
観
光
し
た
り

大
根
の
収
穫
や
し
い
た
け
菌
の
植

え
込
み
を
体
験
し
た
り
、
奥
大
山

チ
ロ
ル
の
里
の
自
然
を
満
喫
し
ま

し
た
。

夜
は
、
山
荘
甘
酒
茶
屋
で
歓
迎

交
流
会
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
古

く
か
ら
伝
わ
る
「
田
植
え
歌
」
を

町
農
協
婦
人
部
（
代
表
　
越
峠
恵

美
子
さ
ん
）
が
披
露
。
ま
た
、
オ

ー
ス
ト
リ
ア
・
チ
ロ
ル
地
方
の
代

表
的
楽
器
ア
ル
ペ
ン
・
ホ
ル
ン
の

三
重
奏
を
「
奥
大
山
ア
ル
プ
ホ
ル

ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」

（
代
表
　
小
田
明
彦

さ
ん
）
が
披
露
し
て
、

奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
健
康
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
9
0

家
族
づ
れ
な
ど
三
百
人
が

ふ
る
さ
と
の
秋
を
健
康
ウ
オ
ー
ク

「
奥
大
山
チ
ロ
ル
の
皇
健
康
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
b
O
」
　
（
主
催
江

府
町
体
育
協
会
）
が
1
1
月
1
8
日
、

明
倫
小
学
校
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
地
点
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
内
外
か
ら
家
族
連
れ
を
ど
七

仕
に
よ
る
ダ
ン
ゴ
汁
に
舌
鼓
を
打

ち
ま
し
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
家
族
、
仲
間

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
深
ま

り
、
ふ
る
さ
と
再
発
見
の
で
き
た

一
日
と
な
り
ま
し
た
。

▲自分でしいたけ菌を植えた木に、名札を
つけて、「結果が楽しみです。」

交
流
に
華
を
添
え
ま

し
た
。

今
後
と
も
、
魚
崎

町
と
江
府
町
は
、
住

民
相
互
の
よ
り
深
く
、

幅
広
い
交
流
を
続
け

て
い
く
こ
と
が
約
束

さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
交
流
会
の
案
内
等

を
し
ま
す
の
で
、
本

町
出
身
の
神
戸
市
在

住
者
を
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
町

報
1
1
月
号
を
御
覧
く

だ
さ
い
。

十
三
チ
ー
ム
約
三
百
名

が
参
加
、
晩
秋
の
　
「
奥

大
山
チ
ロ
ル
の
里
」
を

健
康
ウ
ォ
ー
ク
し
ま
し

た
。コ

ー
ス
は
全
長
約
5

キ
ロ
で
、
途
中
ク
イ
ズ

や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ペ

タ
ン
ク
に
挑
戦
。
ま
た
．
、

休
憩
地
点
で
は
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
に
ち
な
ん
だ

俳
句
を
一
句
。
時
間
と

ゲ
ー
ム
、
ク
イ
ズ
に
よ

る
得
点
を
競
い
ま
し
た
。

昼
食
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
弁
当
を
広
げ
て
食
欲

の
秋
を
満
喫
。
ま
た
山

菜
研
究
グ
ル
ー
プ
の
奉

▲コース途中では、ゲートボールにも挑戦

⑳
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審議会答申を11月26日

町長に提出

渇
㍉

∴
∵
■
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∴
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八
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■
豆
へ
　
∵

．
：
て
′
＼
し
き
ノ
ヾ
セ
ナ
も
ん
岬
や

江
府
町
水
田
農
業
確
立
対
策
審

議
会
（
会
長
　
佐
藤
秋
寛
氏
）
で

は
、
平
成
2
年
1
0
日
1
7
日
江
府
町

長
よ
り
諮
問
の
あ
っ
た
　
「
水
田
農

業
確
立
後
期
対
策
の
在
り
方
と
転

作
目
標
面
積
等
の
配
分
方
法
に
つ

い
て
」
　
の
答
申
を
ま
と
め
、
1
1
日

2
6
日
、
福
田
町
長
に
提
出
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
こ
の
答
申
に
基
づ

い
て
の
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
予
定

で
す
。答

申
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

平
成
2
年
1
0
月
1
7
日
江
府
町
長

は
本
審
議
会
に
対
し
て
　
「
水
田
農

業
確
立
後
期
対
策
の
在
り
方
と
転

作
目
標
面
積
等
の
配
分
方
法
に
つ

い
て
」
諮
問
さ
れ
ま
し
た
が
、
米

に
対
す
る
世
論
は
生
産
者
、
消
費

者
は
も
と
よ
り
国
会
論
議
も
巻
き

込
ん
だ
政
治
課
題
と
も
な
っ
て
い

ま
す
。と

も
あ
れ
、
生
産
者
の
立
場
は

水
田
の
持
つ
高
い
生
産
能
力
を
最

大
限
に
発
揮
さ
せ
生
産
性
の
向
上

を
図
り
つ
つ
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
売
れ
る
米
を
作
る
こ
と
に

あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
過
去
の
経
過
を

尊
重
し
な
が
ら
、
江
府
町
農
業
の

現
状
を
踏
ま
え
下
記
の
結
論
を
も

っ
て
諮
問
に
答
え
る
こ
と
と
す
る
。

記

1
集
団
転
作
の
進
め
方
と
奨
励
作

物
に
つ
い
て

①
諮
問
ど
お
り
と
す
る
。

（
2
年
度
よ
り
始
ま
っ
た
景
観
形

成
作
物
に
レ
ン
ゲ
、
菜
の
花
を

指
定
し
て
い
る
が
　
「
あ
や
め
」

を
追
加
指
定
す
る
。

単
町
助
成
金
…
…
…
種
苗
代
の

4
／
5
を
補
助
す
る
）

②
産
地
形
成
加
算
の
対
象
地
域
と

指
定
作
物

江　日　米
尾光沢
地地地
区区区
1　　1

1

ね

ぎ

神
奈
川
地
区
－
小
豆

③
単
町
小
規
模
団
地
加
算

0
・
3
㍍
以
上
で
国
・
県
の
基

準
に
達
し
な
い
も
の

助
成
補
肋
金

三
、
〇
〇
〇
円
／
1
0
㌦

④
地
域
営
農
加
算
推
進
費
の
新
設

2
転
作
目
標
面
積
の
配
分
に
つ
い

て現
行
の
全
農
家
へ
の
一
律
配
分

方
法
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り
に

農
家
に
理
解
さ
れ
定
着
し
て
い
る

現
況
に
か
ん
が
み
現
状
ど
お
り
と

す
る
。

（
諮
問
内
容
）

一
人
二
一
〇
ね
の
保
有
米
を
集

落
反
収
で
除
し
、
面
積
換
算
し
た

も
の
を
潜
在
面
積
か
ら
差
引
い
て

残
っ
た
潜
在
面
積
に
対
し
て
一
律

配
分
す
る
。

江
府
町
戦
没
者
並
び
に
殉
職
者
慰
霊
祭

英
霊
よ
や
す
ら
か
に

1
1
月
6
日
、
江
府
町
戦
没
者
並

び
に
殉
職
者
慰
霊
祭
が
土
井
之
内

会
館
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
神
式
に
よ
り
、
遺
族
、

来
賓
ら
二
三
〇
名
が
参
列
し
て
、

尊
い
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈
り
ま
し

た
。遺

族
の
方
の
慰
安
と
し
て
、
式

後
は
町
婦
人
会
が
歌
や
、
踊
り
を

披
露
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
と
な
り

ま
し
た
。

▲今年は神式でとりおこなわれました

人
潜
在
面
積
－
（
世
帯
員
数
×
一

二
〇
k
g
）
÷
集
落
反
収
｝
　
×
一
律

配
分
率

3
他
用
途
利
用
米
の
数
量
配
分
に

つ
い
て

諮
問
ど
お
り
と
す
る
。
但
し
、

希
望
数
量
が
県
か
ら
の
配
分
に
満

た
な
い
場
合
の
措
置
は
、
従
前
の

潜
在
面
積
を
元
に
算
出
調
整
す
る
。

（
諮
問
内
容
）

今
後
は

①
う
る
ち
米

集
落
の
希
望
を
と
っ
て
町
の
希

望
数
量
を
把
握
し
た
上
で
県
に
希

望
を
提
出
し
配
分
を
受
け
る
。

希
望
数
量
が
県
か
ら
の
配
分

を
越
え
た
場
合
は
、
そ
の
差
額

を
希
望
数
量
を
基
礎
に
持
分
し

希
望
数
量
か
ら
控
除
す
る
。

②
も
ち
米

現
行
ど
お
り
。
（
う
る
ち
米
、

も
ち
米
の
全
出
荷
生
産
者
・
町

・
農
協
で
「
と
も
補
償
」
す
る
。
）

附
　
記

①
「
産
地
形
成
加
算
の
対
象
地
域

と
指
定
作
物
」
　
に
つ
い
て
は
、
ね

ぎ
の
主
産
地
形
成
を
目
指
す
本
町

の
立
場
を
理
解
し
、
地
域
の
実
情

に
て
ら
し
て
決
定
し
た
。

②
「
転
作
目
標
面
積
の
配
分
に
つ

い
て
」
を
審
議
す
る
過
程
の
中
で

諮
問
の
趣
旨
を
尊
重
す
べ
き
と
の

意
見
も
あ
っ
た
が
、
少
数
に
と
ど

ま
っ
た
。

Soumu
四角形

Soumu
四角形



通
商
産
業
大
臣
表
彰

商
工
会
役
員
功
労
者

ミ工府町商工会

白石　秀之会長

1
1
月
2
9
日
、
東
京
の
N
H
K
ホ

ー
ル
で
商
工
法
施
行
三
十
周
年
記

念
式
典
（
主
催
全
国
商
工
会
連
合

会
）
が
開
催
さ
れ
、
江
府
町
商
工

会
の
白
石
秀
之
会
長
が
、
商
工
会

役
員
功
労
者
と
し
て
通
商
産
業
大

臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

白
石
氏
は
、
昭
和
4
3
年
に
理
事

法務大臣表彰
（戸籍事務永年勤続）

厚生大臣表彰

（厚生統計功労）

江府町役場民生課
大塚和子参事

ま
日
本
食
品
衛
生
協
会
長
表
彰

lざご、
つ

と

㈲
米
子
屋
が
食
品
衛
生
優
良
施
設
に

おめで

平
成
二
年
度
食
品
衛
生
全
国
大

会
（
主
催
　
厚
生
省
・
社
団
法
人

日
本
食
品
衛
生
協
会
）
が
1
0
月
1
8

日
・
1
9
日
の
2
日
間
東
京
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
1
9
日
に
は
、
第
3
5

回
の
　
「
食
品
衛
生
表
彰
の
会
」
が

行
わ
れ
、
江
尾
の
㈲
米
子
屋
が
食

品
衛
生
優
良
施
設
と
し
て
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
食
品
の
製
造
、
販
売

に
携
わ
り
、
そ
の
自
主
的
な
食
品

衛
生
管
理
に
お
い
て
特
に
優
秀
と

に
就
任
し
て
依
頼
、
昭
和
4
5
年
か

ら
副
会
長
、
そ
し
て
昭
和
5
3
年
か

ら
会
長
と
し
て
現
在
ま
で
、
江
府

町
商
工
業
の
発
展
に
つ
く
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
回
の
受
賞
は
、
同
氏
の
永
年

に
一
旦
る
商
工
会
役
員
と
し
て
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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三

、

…

－

認
め
ら
れ
る
施
設
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
鳥
取
県
か
ら
は
㈲
米
子
屋

を
は
じ
め
4
施
設
が
そ
の
栄
誉
に

輝
い
て
い
ま
す
。
日
野
郡
内
か
ら

は
㈲
米
子
屋
が
初
め
て
と
い
う
こ

と
で
す
。

米
子
屋
の
お
か
み
さ
ん
、
江
本

幹
子
さ
ん
は
　
「
う
ち
の
よ
う
な
小

さ
な
所
が
名
誉
あ
る
全
国
表
彰
を

受
賞
で
き
と
て
も
光
栄
で
す
。
今

後
と
も
食
品
衛
生
に
は
梓
に
気
を

つ
け
、
安
心
し
て
利
用
い
た
だ
け

〇

・・・叫一・・・・・・一…■一・・、＿・州－．．・・・・・・一・・・…～〇　〇・・・・・・・・一－・・一・一一・・・・、－一・・・一一．．．・・－～．．．・・・≠．H．・一・長

第
4
3
回
全
国
連
合
戸
籍
事
務
協

議
会
総
会
が
1
0
月
2
4
日
、
東
京
の

共
立
女
子
学
園
講
堂
で
行
わ
れ
、

戸
籍
事
務
に
お
い
て
功
績
の
あ
っ

た
永
年
勤
続
者
と
し
て
、
役
場
民

生
課
の
大
塚
和
子
参
事
が
法
務
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
大
塚
参
事
は
同
じ
日
に

厚
生
省
で
行
わ
れ
た
、
第
3
7
回
厚

生
統
計
功
労
者
表
彰
式
で
、
厚
生

統
計
功
労
者
と
し
て
厚
生
大
臣
表

彰
も
受
賞
、
二
つ
の
栄
誉
に
輝
き

ま
し
た
。

大
塚
参
事
は
、
昭
和
3
6
年
9
月

か
ら
4
年
間
町
民
係
、
昭
和
5
4
年

4
月
か
ら
戸
籍
係
を
ど
を
歴
任
、

戸
籍
事
務
を
は
じ
め
人
口
動
態
統

計
調
査
等
に
お
け
る
功
績
が
認
め

ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
在
っ
た
も

の
で
す
。

社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
－
御
机
部
落
－

国
民
年
金
事
業
功
労
者
に
対
す

る
社
会
保
険
庁
長
官
表
彰
の
伝
達

式
が
、
1
1
月
22
日
鳥
取
県
庁
に
お

い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
国
民
年
金
事
業
の
推

進
に
特
に
功
績
の
あ
っ
た
団
体
及

び
個
人
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

鳥
取
県
で
は
優
良
民
間
地
区
組
織

る
よ
う
よ
り
一
層
が
ん
ば
っ
て
い

き
た
い
。
」
と
今
後
の
抱
負
を
語

ら
れ
ま
し
た
。

と
し
て
六
団
体
が
受
賞
。
本
町
か

ら
は
御
机
部
落
（
加
藤
厚
国
民

年
金
委
員
）
が
栄
誉
に
輝
き
ま
し

た
。

優
良
民
間
地
区
組
織
と
は
、
被

保
険
者
数
5
0
人
以
上
で
、
保
険
料

の
検
認
率
百
％
（
保
険
料
未
納
者

の
を
い
）
の
団
体
で
、
特
に
保
険

事
業
の
推
進
に
協
力
的
な
団
体
が

表
彰
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
本
町

で
は
、
本
町
一
丁
目
、
本
町
五
丁

目
、
下
蚊
屋
部
落
に
続
く
栄
誉
と

を
り
ま
し
た
。

Soumu
四角形
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第239号

脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
運
動
推
進
月
間

扮
じ
ん
の
な
い

さ
わ
や
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

も
う
皆
さ
ん
は
、
脱
ス
パ
イ
ク

タ
イ
ヤ
の
心
構
え
が
で
き
ま
し
た

か
。ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
と
は
、
タ
イ

ヤ
に
金
属
製
の
ピ
ン
（
ス
パ
イ
ク
）

を
打
ち
込
ん
だ
も
の
で
、
凍
結
路

で
の
制
動
件
を
高
め
た
タ
イ
ヤ
で

す
。
わ
が
国
で
は
昭
和
四
十
年
代

の
中
ご
ろ
か
ら
、
積
雪
寒
冷
地
を

中
心
に
急
速
に
普
及
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
雪
の
な
い
乾
燥
路
で

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
使
用
す
る
と
、

路
面
が
削
ら
れ
粉
じ
ん
が
発
生
し

ま
す
。
こ
の
粉
じ
ん
が
風
を
ど
に

ょ
っ
て
舞
い
上
が
り
、
周
辺
住
民

の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

「
せ
き
込
む
」
「
た
ん
が
か
ら
む
」

「
息
苦
し
い
」
　
「
目
が
痛
む
」
な

ど
の
、
い
わ
ゆ
る
”
粉
じ
ん
公
害
〃

が
そ
れ
で
す
。

違
反
者
は

十
万
円
以
下
の
罰
金

こ
う
し
た
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の

粉
じ
ん
に
よ
る
、
健
庫
や
生
活
環

境
へ
の
悪
影
響
を
防
止
す
る
た
め
、

今
年
の
六
日
に
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

け
　
法
（
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
粉
じ
ん
の

発
生
の
防
止
に
関
す
る
法
律
）
が

成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
粉
じ
ん
公
害
の

な
い
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
社
会
の

実
現
を
目
指
す
も
の
で
、
環
境
庁

長
官
が
指
定
す
る
地
域
で
は
、
原

則
と
し
て
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
の
使

用
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
達

反
し
た
人
に
対
し
て
は
、
十
万
円

以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

冬
の
主
役
は

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に

一
方
、
国
の
公
害
等
調
整
委
員

会
の
調
停
に
よ
り
、
ス
パ
イ
ク
タ

イ
ヤ
は
今
年
の
十
二
月
末
で
製
造

が
中
止
さ
れ
、
来
年
3
月
末
に
は

販
売
も
中
止
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
代
わ
っ
て

冬
用
タ
イ
ヤ
の
主
役
と
し
て
登
場

す
る
の
が
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

で
す
。
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
は
、

ス
パ
イ
ク
を
使
わ
を
い
で
凍
結
路

を
ど
で
の
走
行
性
能
を
可
能
を
か

ぎ
り
高
め
た
タ
イ
ヤ
で
す
。
低
温

で
も
硬
く
な
ら
な
い
特
種
配
合
ゴ

ム
を
使
い
、
溝
の
形
を
ど
も
工
夫

さ
れ
て
い
る
の
で
、
普
通
の
雪
道

で
は
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
と
同
程
度

の
性
能
を
発
揮
し
ま
す
。
そ
の
性

能
は
年
々
向
上
し
て
お
り
、
急
発

進
を
し
を
い
、
控
え
目
な
ス
ピ
ー

ド
で
走
行
す
る
を
ど
の
タ
イ
ヤ
の

特
性
を
踏
ま
え
た
運
転
操
作
を
行

え
ば
、
冬
道
で
の
安
全
運
転
が
十

分
可
能
で
す
。

粉
じ
ん
公
害
を
な
く
す
た
め
に

は
、
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
に
対
し

て
み
ん
を
が
理
解
を
深
め
、
協
力

す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。

十
二
月
は
　
「
脱
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

運
動
推
進
月
間
」
と
さ
れ
、
関
係

の
自
治
体
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま
を
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
す
。
今

年
の
冬
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
切
り
替

え
、
粉
じ
ん
公
害
の
を
い
住
み
よ

い
環
境
を
み
ん
を
で
つ
く
っ
て
い

き
ま
扁
漸
憧
せ

¶

亀

i

己

、

－

茎

1

董

つ

吾

ア
メ
リ
カ
で
生
活
し
た
こ
と
の

あ
る
日
本
人
が
、
「
冬
至
に
ゆ
ず
湯

に
は
い
る
習
慣
を
ふ
と
思
い
出
し

て
、
ゆ
ず
を
買
お
う
と
し
た
け
れ

ど
、
ど
う
し
て
も
見
つ
か
ら
な
か

っ
た
」
と
、
い
っ
て
い
る
の
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ゆ
ず
は
中
国
が
原
産
地
で

あ
り
ま
す
。

ゆ
ず
は
、
日
本
料
理
に
欠
か
せ

を
い
調
味
料
と
し
て
親
し
ま
れ
て

い
ま
す
。
皮
を
吸
い
物
の
吸
口
に

し
た
り
、
千
切
り
に
し
て
、
煮
物

や
焼
き
物
に
の
せ
た
り
、
ま
た
、

果
汁
を
刺
身
の
つ
け
汁
に
落
と
し

た
り
し
ま
す
・
。
ゆ
ず
を
く
り
抜
い

て
酢
の
物
や
あ
え
も
の
を
詰
め
た

「
ゆ
ず
撃
や
、
菓
子
の
「
柚
餅
子

（
ゆ
べ
し
）
」
を
ど
は
、
ま
さ
に
日

W…一肌J

あ
ま
り
栽
培
さ
れ
て
い

書一二一二’一三：：■：一‡二一二一三■二二■・三■「一三一：冷
え
な
い
と
い
う
言
い
伝
え

い
ま
は
日
本
以
外
で

う
で
す
。

に
ゆ
ず
湯
に
は
い
る

る風わ　が輪　○を　’

ゆ
ず
を
丸
の
ま
ま
、

切
り
に
し
て
浴
槽
に
入

、
最
近
は
、
ゆ
ず
の
浴

れ
て
い
ま
す
。

習
は
、
冬
至
に
ゆ
ず
湯

と
風
邪
を
ひ
か
を
い
と

用
を
控
え
め
に
す
る
を
ど
の
工
夫

日
本
で
は
、
全
国

り
広
く
行
わ
れ
て

寒
さ
に
向
か
う
こ
れ
か
ら

が
、
ゆ
ず
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

さ
て
、
寒
く
な
る
と
暖
房

の
使
用
を
ど
で
大
気
汚
染
濃

度
が
上
昇
し
ま
す
。
十
二
月

は
、
「
大
気
汚
染
防
止
推
進
月

間
」
で
す
。
暖
房
や
車
の
使

本
の
味
で
す
。

を
し
た
い
も
の
で
す
。

て
い
る
よ
う
で
す
。
た
し

ず
は
昔
か
ら
、
風
邪
、
あ

、
し
も
や
け
を
ど
の
薬
と

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

ほ
か
、
冬
至
に
か
ぼ
ち
ゃ

に

や

く

を

食
／ヾ

る
習
慣
も

フく　Hだ　月　H　偵董／方　‾○　り

し．…………………．…ここ∴：∴∴∴∴
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人
権
擁
護
委
畠

任新

野口　是氏
（新町1丁目）

一．ト

第239号

当
町
の
新
し
い
人
権
擁
護
委
員

と
し
て
、
十
一
月
十
五
日
付
け
で

野
‖
是
さ
ん
　
（
新
町
一
r
目
）
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民

で
人
格
識
見
が
高
く
、
広
く
社
会

の
実
情
に
通
じ
、
人
権
擁
譜
に
つ

い
て
理
解
の
あ
る
人
を
町
長
が
推

薦
し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
方

で
す
。人

権
擁
護
委
員
の
主
な
仕
事
は
、

私
た
ち
の
人
権
が
お
か
さ
れ
を
い

よ
う
に
監
視
し
、
も
し
、
人
権
が

お
か
さ
れ
た
場
合
に
は
、
相
談
相

手
に
な
っ
て
こ
れ
を
救
済
し
た
り

人
々
の
間
に
正
し
い
人
権
の
考
え

方
を
広
め
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

皆
さ
ん
が
、
毎
日
の
生
活
を
さ

れ
て
い
る
中
で
、
困
り
ご
と
や
心

配
ご
と
、
あ
る
い
は
、
法
律
上
ど

の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら

な
く
て
困
っ
た
り
さ
れ
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
人
権
擁
讃
委
員
に
御
相

談
下
さ
い
。

わ
が
家
の
家
計
簿

体
験
談
　
募
集

あ
を
た
の
っ
け
て
い
る
家
計
簿

に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
内
　
　
容

家
計
簿
を
つ
け
始
め
た
き
っ
か

け
・
苦
心
・
ア
イ
デ
ア
や
家
計
簿

記
帳
に
伴
う
生
活
ぶ
り
の
変
化
、

家
計
簿
を
も
と
に
立
て
た
生
活
設

計
の
内
容
と
そ
の
実
現
の
た
め
の

工
夫
や
努
力
な
ど
、
気
軽
に
お
書

き
く
だ
さ
い
。

◇
原
　
　
稿

本
文
は
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

5
枚
以
内
で
、
こ
れ
に
簡
単
な
支

出
内
訳
表
（
期
間
は
自
由
）
を
添

え
て
く
だ
さ
い
。
（
収
入
の
係
数

に
つ
い
て
は
書
か
な
く
て
も
結
構

で
す
。
）

◇
募
集
期
間

平
成
2
年
1
2
日
1
日
か
ら
平
成
3

年
2
月
末
日
ま
で
。

◇
表
彰

特
賞
5
編
賞
金
各
5
万
円

お
よ
び
副
賞

優
秀
賞
1
0
編
賞
金
各
3
万
円

奨
励
賞
8
0
編
賞
金
各
1
万
円

応
募
者
全
員
に
、
平
成
4
年
用

「
明
る
い
生
活
の
家
計
簿
」
が
贈

ら
れ
ま
す
。

◇
問
合
わ
せ
先

鳥
取
市
東
町
一
丁
目
二
二
〇

鳥
取
県
貯
蓄
推
進
委
員
会

（
℡
0
8
5
7
・
2
6
・
7
1
5
9
）

供
託
制
度
百
周
年

『
平
成
3
年
1
月
1
日
』

地
代
や
家
賃
を
受
け
取
っ
て
も

ら
え
を
い
と
き
は
、
供
託
と
い
う

方
法
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。こ

の
供
託
は
原
則
と
し
て
、
そ

の
支
払
い
場
所
の
供
託
所
（
法
務

局
の
本
局
・
支
局
）
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

を
お
、
詳
細
は
お
近
く
の
左
記

供
託
所
の
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

鳥
取
地
方
法
務
局
米
子
支
局

℡
0
8
5
9
・
2
2
・
6
1
6
1

東京03地域の市内局番が、

平成3 年1 月1 日午前2 時から

4 ケタに変わります。

・現在3ケタの市内局番の前に「3」を付け加え

て4ケタにして下さい。

03－△△△一口［コ［コ［コ

→03－3△△△一口□□□

現在、すでに4ケタの電話番号は変更ありませ
ん。

・電話機・ファックスをど、現在、短縮ダイヤル

（ワンタッチダイヤル等）で利用の方は、登録

番号の変更を行って下さい。

〔NTT〕

休日（正月）救急歯科診療
在宅当番医のお知らせ
◇平成3年1月2日（水）
10時～12時の午前中（自宅）
ナガセ　歯科医院
（米子市三旗町4の21）
t｝0859（32）5372

芹　田　歯科医院

（境竜巻市明治町67）

℡0859（42）6562
◇平成3年1月3日（木）

10時～12時の午前中（自宅）
民　本　外科・歯科医院

（米子市旗ヶ崎7丁目25の28）

食0859（29）9611

高　橋　歯科医院
（西伯町法勝寺370の1）

℡0859（66）3212
－鳥取県西部歯科医師合一
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新
し
い
戸
清
は
正
し
い
字
で

平
成
3
年
1
月
1
日
か
ら

戸
籍
は
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
取
得

す
る
場
合
と
か
、
相
続
登
記
を
す

る
場
合
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
を
と
こ

ろ
で
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
戸
籍
は
、
日
本

人
に
つ
い
て
の
身
分
関
係
を
登
録

・
公
証
す
る
公
文
書
と
し
て
重
要

な
も
の
で
す
か
ら
、
正
し
い
文
字

で
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
戸
籍
の
中
に
は
、
氏

名
が
誤
字
あ
る
い
は
俗
字
で
記
載

さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
官
公
署
の
窓
口
等
で

ト
ラ
ブ
ル
を
生
じ
、
社
会
生
活
上
、

不
便
を
強
い
ら
れ
て
お
ら
れ
る
方

々
も
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
こ
で
、
平
成
3
年
1
月
1
日

以
後
は
、
従
来
の
戸
籍
に
誤
字
・

年
末
年
始
の
役
場
兼
務
の
敵
敵
い

俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
を

新
し
い
戸
籍
に
記
載
す
る
場
合
に

は
、
正
し
い
字
を
用
い
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

1
．
新
し
い
戸
籍
に
は
正
し
い
字

で
記
載
し
ま
す

①
従
来
の
戸
籍
に
氏
名
が
誤
字
・

俗
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
方
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
場
合
に

は
、
新
し
い
戸
籍
に
正
し
い
字

で
記
載
し
ま
す
。

ア
　
婚
姻
、
転
籍
な
ど
に
よ
っ
て

新
し
く
戸
籍
を
作
る
場
合

イ
　
善
子
縁
組
な
ど
に
よ
っ
て
他

の
戸
籍
へ
入
籍
す
る
場
合

り
　
戸
籍
を
再
製
す
る
場
合
な
ど

②
誤
字
・
俗
字
を
正
し
い
字
で
記

載
す
る
場
合
に
は
、
届
出
の
時

あ
る
い
は
戸
籍
に
記
載
し
た
後

に
そ
の
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

③
俗
字
の
う
ち
、
「
高
」
と
か
「

噛
」
な
ど
、
〓
正
の
範
囲
の
字

に
つ
い
て
は
、
従
来
の
ま
ま
記

載
し
ま
す
。

2
．
申
出
に
よ
っ
て
正
し
い
字
に

訂
正
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

現
在
の
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
そ

の
ま
ま
で
は
正
し
い
字
に
は
直
り

ま
せ
ん
が
、
申
出
に
よ
っ
て
、
い

つ
で
も
戸
籍
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

誤
字
・
俗
字
を
正
し
い
字
に
訂
正

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

3
．
申
出
に
よ
っ
て
難
し
い
字
体

を
や
さ
し
い
字
体
に
直
す
こ

と
が
出
来
ま
す

戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名

が
、
例
え
ば
「
遽
」
と
旧
字
体
で

記
載
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ご
不
便

を
感
じ
て
お
ら
れ
る
方
は
、
申
出

に
よ
り
、
そ
の
字
体
に
対
応
す
る

新
字
体
（
通
用
字
体
）
　
で
あ
る

「
辺
」
に
直
す
（
更
正
す
る
）
　
こ

と
が
で
き
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
役
場
民
生
課
戸

籍
係
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

☆
役
場
業
務

1
2
月
2
8
日
午
後
か
ら
1
月
3
日

ま
で
一
般
事
務
は
休
業
し
ま
す
。

戸
籍
や
諸
証
明
な
ど
で
役
場
に
ご

用
の
方
は
、
早
め
に
済
ま
せ
て
下

さ
い
。

な
お
、
緊
急
を
要
す
る
死
亡
届

け
は
、
当
直
員
で
取
扱
い
ま
す
。

☆
ご
み
収
集

1
2
月
3
1
日
か
ら
1
月
3
日
ま
で

休
業
し
ま
す
。

伯
　
　
な
お
、
1
月
4
日
は
全
域
収
集

し
ま
す
。

☆
し
尿
汲
取
り

持
月
2
9
日
か
ら
1
月
4
日
ま
で

休
業
し
ま
す
。

☆
保
　
育
　
園

1
2
日
2
8
日
か
ら
1
月
4
日
ま
で

休
園
し
ま
す
。

☆
体
　
育
　
館

1
2
月
2
8
日
か
ら
1
日
4
日
ま
で

休
館
し
ま
す
。

年
末
の
大
掃
除
、
家
庭
用
洗
浄
剤
は
正
し
く
使
お
う

十
二
月
は
大
掃
除
の
季
節
1

家
庭
用
洗
剤
を
ど
を
使
う
機
会

が
増
え
ま
す
。

家
庭
用
洗
浄
剤
は
、
塩
素
系

洗
浄
剤
（
カ
ビ
取
り
剤
や
漂
白

剤
に
多
い
）
と
、
酸
性
タ
イ
プ

の
洗
浄
剤
（
ト
イ
レ
や
浴
室
用

の
洗
浄
剤
に
多
い
）
　
の
二
種
類

が
主
流
で
す
。
こ
の
タ
イ
プ
の

違
う
二
つ
の
製
品
を
混
ぜ
て
使

う
と
有
害
を
塩
素
ガ
ス
を
発
生
し
、

た
い
へ
ん
危
険
で
す
。

家
庭
用
洗
浄
剤
を
使
用
す
る
と

き
は
、
必
ず
注
意
表
示
に
よ
り
種

頬
を
確
認
し
、
違
う
種
類
の
洗
浄

剤
は
絶
対
に
混
ぜ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
掃
除
中
に
洗
浄
剤
が

切
れ
て
、
有
り
合
わ
せ
の
別
の
洗

浄
剤
を
使
う
と
き
に
は
、
梓
に
注

意
し
て
か
ら
使
う
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

十
二
月
は
寒
い
の
で
、
つ
い

換
気
を
せ
ず
に
掃
除
を
し
が
ち

で
す
。
あ
ら
か
じ
め
窓
を
開
け

た
り
換
気
扇
を
回
し
た
り
す
る

な
ど
し
て
、
風
通
し
を
よ
く
し

て
か
ら
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
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奥
大
山
チ
ロ
ル
の
里
だ
よ
り
鋤

電源地域交流

シンポジュウム

事例発表

’
メ
・
ノ
チ
ー
タ
ー

蟄
d
青
森
八
歳

羽
中
稽
治
久

観
兇
飼
各

卑
1
女
鼻
1

沃
∵
ぺ
ヰ
二
㌢
や
町

官
本
丘
各
氏

▲事例発表する宮本係長

去
る
十
一
月
九
日
か
ら
二
日
間
、

佐
賀
県
唐
津
市
に
お
い
て
、
全
国

の
電
源
地
域
（
大
型
の
発
電
所
が

所
在
す
る
地
域
）
が
参
加
し
、
「
電

源
地
域
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ウ
ム
」

が
通
商
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー

庁
の
主
催
で
開
催
さ
れ
「
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
事
例
発

表
等
に
よ
り
活
発
を
意
見
交
換
が

を
さ
れ
ま
し
た
。

江
府
町
で
も
昭
和
六
十
一
年
に

ま
ち
づ
く
り
構
想
で
あ
る
「
チ
ロ

ル
の
里
構
想
（
自
然
が
詩
う
里
づ

く
り
）
」
を
策
定
し
こ
の
実
現
に

向
け
人
材
育
成
、
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
各
事
業
、
特
産
品
振
興
、
ロ

グ
ハ
ウ
ス
建
築
に
お
け
る
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
を
図
る
技
術
導
入
事
業
等

多
く
の
関
係
者
と
協
力
し
て
実
施

し
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。こ

れ
ら
の
事
業
推
進
に
よ
り
、

通
産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
推

薦
を
う
け
、
大
分
県
大
山
町
、
愛

知
県
足
助
町
、
山
形
県
西
川
町
と

と
も
に
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

江
府
町
か
ら
は
、
観
光
開
発
と

特
産
品
振
興
の
接
点
＝
チ
ロ
ル
の

蔓
国
民
年
金
保
険
料
は

国
　
　
納
め
ま
し
た
か

ト
「
電
気
の
ふ
る
さ
と
特
産
品

ま
つ
り
」
で
特
産
品
を
ピ
ー
ア
ー
ル
。

里
構
想
」
と
題
し
、
事
業
担
当

で
あ
る
宮
本
企
画
開
発
係
長
が
多

数
の
参
加
者
を
前
に
事
例
発
表
を

行
い
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
福
岡
市
天
神
の
特
設
会

場
で
十
一
月
九
日
か
ら
十
二
日
の

四
日
間
開
催
さ
れ
た
「
電
気
の
ふ

る
さ
と
特
産
品
ま
つ
り
」
　
で
は
、

全
国
各
地
か
ら
の
地
域
特
産
品
の

即
売
が
行
な
わ
れ
、
江
府
町
か
ら
も

奥
大
山
特
産
品
振
興
会
の
皆
さ
ん

が
参
加
さ
れ
特
産
品
の
販
売
と
P

R
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

国
民
年
金
は
、
働
く
現
役
世
代

が
老
齢
世
代
を
支
え
卓
「
世
代
と

世
代
の
助
け
合
い
」
か
ら
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。

毎
月
納
め
る
保
険
料
は
、
自
分

自
身
の
年
金
を
保
障
す
る
だ
け
で

を
く
、
今
の
お
年
寄
り
の
年
金
も

保
障
し
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
年
金
に
必
要
な
経
費
は
、

働
く
現
役
世
代
全
員
で
公
平
に
負

担
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
て
い
ま

す
。国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
め
を

い
人
が
い
る
と
、
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
人
に
も

負
担
を
強
い
る
こ
と
に
在
り
、
国

民
全
体
の
問
題
と
な
り
ま
す
。

年
金
制
度
全
体
を
支
え
る
大
切

を
役
目
を
持
つ
保
険
料
は
、
毎
月

き
ち
ん
と
納
め
る
よ
う
に
し
ま
し

よ
，
つ
。

国
民
年
金
保
険
料
は

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
毎
月
忘

れ
ず
に
納
め
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
か
。毎

年
一
目
か
ら
十
二
月
ま
で
に

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
所
得

税
や
市
町
村
民
税
を
算
出
す
る
際

に
、
金
額
が
「
社
会
保
険
料
控
除
」

の
対
象
と
し
て
、
課
税
対
象
の
所

得
か
ら
控
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

本
人
の
分
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

家
族
の
分
と
し
て
納
め
た
保
険
料

も
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
末

調
整
や
確
定
申
告
の
と
き
に
は
、

忘
れ
ず
に
申
告
し
て
お
き
ま
し
ょ

I
フ
○

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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▽
保
健
婦
よ
り
ひ
と
こ
と
・
‥
肺
が
ん
予
防
を
。

昔
は
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
で

異
常
陰
影
を
発
見
す
れ
ば
、
ま
ず

肺
結
核
を
疑
っ
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
で
は
ま
ず
肺
が
ん
を
疑
う
く

ら
い
肺
が
ん
が
ふ
え
て
き
て
い
ま

す
。
肺
が
ん
の
初
期
症
状
は
せ
き
、

タ
ン
　
（
と
く
に
血
タ
ン
）
で
す
が
、

肺
野
型
の
肺
が
ん
で
は
無
症
状
の

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
喫
煙
者
に
多

い
肪
門
型
の
肺
が
ん
で
は
初
期
の

段
階
で
は
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
で
異

常
が
み
つ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

喀
タ
ン
検
査
で
が
ん
細
胞
を
発
見

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

主
な
原
因
は
タ
バ
コ

タ
バ
コ
と
肺
が
ん
の
あ
い
だ
に

密
接
を
関
係
が
あ
る
こ
と
は
、
多

く
の
研
究
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
ま
す
。
肺
が
ん
の
主
を
原
因
は

タ
バ
コ
で
あ
り
、
男
性
の
肺
が
ん

の
約
3
分
の
2
は
タ
バ
コ
に
よ
る

と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
も

肺
が
ん
の
死
亡
率
は
喫
煙
量
に
比

例
し
て
高
く
在
り
、
か
つ
、
喫
煙

開
始
年
齢
が
若
い
ほ
ど
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
禁
煙
す
る
と

肺
が
ん
死
亡
率
は
低
下
し
て
い
き

ま
す
。

タ
バ
コ
を
や
め
る
コ
ツ

タ
バ
コ
を
や
め
れ
ば
、
肺
が
ん

ば
か
り
で
を
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
病

気
の
危
険
性
は
少
を
く
な
り
ま
す
。

次
の
よ
う
を
き
っ
か
け
が
あ
っ
た

ら
、
あ
を
た
も
禁
煙
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
タ
バ
コ
は
量
を
少
し
ず
つ

減
ら
す
よ
り
、
一
度
き
っ
ぱ
り
や

め
て
し
ま
う
の
が
コ
ツ
で
す
。

①
禁
煙
し
よ
う
と
思
い
た
っ
た
日

②
の
ど
が
痛
い
と
か
、
タ
バ
コ
が

ま
ず
い
と
思
っ
た
日
。

③
せ
き
や
タ
ン
が
出
は
じ
め
た
と

き
。

④
タ
バ
コ
代
が
値
上
げ
さ
れ
た
と

き
。

⑤
新
年
。

⑥
誕
生
日
。

そ
れ
で
も
タ
バ
コ
を

や
め
ら
れ
な
い
人
は

○
吸
う
本
数
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

○
肺
ま
で
吸
い
込
ま
な
い
で
口
で

ふ
か
し
ま
し
ょ
う
？

〇
一
本
の
タ
バ
コ
を
ふ
か
す
回
数

を
少
な
く
し
て
、
長
い
吸
い
が

ら
で
も
い
さ
ざ
よ
く
捨
て
ま
し

よ
，
つ
。

○
タ
バ
コ
を
口
か
ら
離
し
て
合
間

を
長
く
し
ま
し
ょ
う
。

○
ニ
コ
チ
ン
、
タ
ー
ル
の
少
を
い

銘
柄
に
し
ま
し
ょ
う
。

当
町
で
は
ま
だ
胃
が
ん
で
死
亡

さ
れ
る
人
が
多
い
で
す
が
、
近
い

将
来
、
肺
が
ん
は
胃
が
ん
の
死
亡

率
を
追
い
抜
き
、
ト
ッ
プ
に
在
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

筐三二二二＝二二二二二二二三二二二二二二二∵二二二二∴ニ∴∵＿∵二∴

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

四
十
六
名
が
愛
の
献
血

1
1
月
1
5
日
、
町
内
5
か
所
で
行
な
わ
れ
た
献
血
事
業
に

四
十
六
名
の
方
の
温
か
い
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

献
血
さ
れ
た
み
な
さ
ん
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
。

－
敬
称
略
－

〔
江
尾
郵
便
局
前
〕

影
山

篠
田

藤
原

幸徳
岡

上
田

志
保
、

浩
恵
、

雅
子
、

美
幸
、

健
男
、

重
樹
、

新
見

三
好

藤
田

瀬
田

藤
原

水
下

麗伸一勝由一
子一志美美郎

永
井
書
美
子
、
　
細
田
　
　
有

〔
江
府
町
農
協
本
所
前
〕

沢
田
　
利
恵
、
　
川
端
登
志
一

西
村
　
弘
樹
、
　
川
端
　
睦
子

小
笠
原
意
義

〔
清
水
・
大
豊
共
同
企
業
体
前
〕

江府町

主要死因別死亡数（平成元年）
1．悪性新生物（がん）　　7人

6人

5人

6人

3人

2．脳血管疾患

3．心臓病

4．肺気管支炎

5．老衰

死因関連主要癌種別死亡数
（平成元年）

人
　
人

O

 

l

1．胃がん

2．肺がん

3．肝がん

4．乳がん

5．大腸がん

岩
井
　
　
豪
、

赤
星
　
和
人
、

安
部
　
孝
兄
、

平
松
　
浩
三
、

成
田
　
公
一

〔
江
府
中
学
校
前
〕

小
林
一
寿
、

後
　
　
栄
子
、

船
越
　
寛
明
、

南
波
　
千
明
、

松
岡
　
昭
長

〔
江
府
町
役
場
前
〕

河
上
　
英
明
、

遠
藤
　
　
功
、

亀
田
　
武
志
、

梅
林
　
明
宏
、

亡
加
藤
　
邦
樹

入
江
　
正
広

杉
本
　
　
茂

渡
辺
　
敏
正

小
峯
　
勝
公

森
田
　
勝
彦

久
城
　
伸
彦

梶
原
久
美
子

田
中
　
晋
造

桧森中千
原田野藤

俊哲厚
二也志正

Soumu
四角形
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人の動き

傍
11月届け

後川川入上加
藤上上澤原藤

明勇晴着文息
美一美也子和

助
澤

江
尾
か
ら

日
野
郡
溝
口
町

美
用
か
ら

御
机

日
野
郡
日
南
町
か
ら

□
内
祝
と
し
て

（
敬
称
略
）

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

下
蚊
屋
　
大
岩
　
正
和

徹
、
慶
恵
　
　
長
男

佐
　
川
　
坂
本
亜
里
抄

環
、
千
亜
紀
　
長
女

袋
　
原
　
藤
原
　
　
翔

猛
、
ま
り
子
　
二
男

本
　
二
　
山
本
　
　
惟

芳
弘
、
純
子
　
　
長
女

▽
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

本
一
清
水
長
年
7
6
歳
砂
男
宅

小
江
尾
篠
田
茂
子
7
8
歳
勇
宅

貝
田
車
隆
代
9
1
歳
仁
志
宅

尾
上
原
中
尾
義
宏
6

2
歳
由
香
子
宅

新
一
宮
本
恵
里
2
9
歳
雅
昭
宅

「
佐
　
川
　
　
桧
原
　
公
明
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
　
酒
水
　
道
代
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
　
前
田
　
修
一
様

（
三
女
知
美
様
退
院
）

洲
河
崎
　
　
浦
部
　
孝
夫
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
　
石
黒
　
錦
恵
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
　
林
　
　
和
敏
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
　
己
越
　
哲
也
　
様

（
ご
本
人
様
退
院
）

㊤
㊥
㊨
㊦
㊥
㊤

乳

幼

児

の

誤
飲

「
た
ば
こ
を
食
べ
て
胃
洗
浄
を

受
け
た
」
「
お
金
を
飲
み
こ
ん
で

し
ま
っ
た
」
を
ど
誤
飲
の
事
例
が

全
国
の
消
費
者
生
活
セ
ン
タ
ー
や

病
院
に
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
内

容
は
一
番
が
た
ば
こ
、
次
い
で
お

も
ち
ゃ
、
コ
イ
ン
、
体
温
計
、
電

池
を
ど
で
、
年
齢
は
3
歳
ま
で
の

乳
幼
児
が
7
0
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

乳
児
は
何
で
も
口
に
入
れ
た
が

り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
ジ
ュ
ー
ス

と

第239号

下
原
　
純
夫

西
村
　
順
子

清
水
　
　
収

西
尾
　
康
子

藤
原
　
　
明

河
上
い
く
み

小
澤
　
茂
郎

川
上
　
千
鶴

新
出
　
靖
志

大
澤
　
理
香

）））））

俣
野

米
子
市
か
ら

柿
原

西
伯
郡
中
山
町
か
ら

米
子
市

宮
市
か
ら

吉
原

御
机
か
ら

境
港
市

宮
市
か
ら

「
】
香
典
返
し
と
し
て

11月中寄託分

・
江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
十
月
末
累
計
額

一
、
五
五
九
、
七
〇
五
円

2
、
十
一
月
中
寄
託
額

一
二
五
、
〇
〇
〇
円

内
　
訳

探
山
口
　
　
下
原
　
孝
夫
　
様

（
母
虎
子
様
ご
逝
去
）

尾
上
原
　
　
中
尾
由
香
子
　
様

（
夫
義
宏
様
ご
逝
去
）

小
江
尾
　
　
篠
田
　
　
勇
　
様

（
母
茂
子
様
ご
逝
去
）

香
典
返
し

内
　
　
祝

3
、
支
出
額

三
五
、
〇
〇
〇
円

九
〇
、
〇
〇
〇
円

〇
円

4
、
十
一
月
末
累
計
額

一
、
六
八
四
、
七
〇
五
円

平成3年1月開設

人権、行政、心配ごと相談所

と　　き　1月9日（水）
午前9時～正午

ところ　　日　輪　閣
相談員　　安江久夫人権擁護委員

野口　是人権擁護委員

缶
に
吸
い
殻
を
入
れ
る
、
あ
る
い

は
湯
飲
み
に
漂
白
剤
を
入
れ
る
を

ど
、
食
品
の
容
器
や
食
器
に
食
べ

ら
れ
を
い
も
の
を
入
れ
て
放
置
し

て
お
く
こ
と
は
禁
物
で
す
。
ま
た
、

危
を
い
も
の
は
子
供
の
手
の
届
か

を
い
と
こ
ろ
に
し
ま
う
こ
と
が
大

切
で
す
。

殺
虫
剤
、
灯
油
、
薬
、
酸
や
ア

ル
カ
リ
の
洗
浄
剤
、
ナ
フ
タ
リ
ン
、

し
ょ
う
の
う
、
パ
ー
マ
液
、
除
光

剤
を
ど
は
、
特
に
注
意
し
て
保
管

し
ま
し
ょ
う
。

毒
性
の
分
か
ら
な
い
場
合
、
医

療
機
関
か
、
中
毒
二
〇
番
（
筑

波
0
2
9
8
・
5
2
・
9
9
9
9

大
阪
0
6
・
4
5
1
・
9
9
9
9
）

に
問
い
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

Soumu
四角形


